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【著者プロフィール】 

桑原朱美（くわはら・あけみ） 
島根県生まれ。愛知教育大学教育学部卒業。授業エスケープ、自転車で廊下を走る、天井を壊し

て歩く、対教師暴力が続く教育困難校等の教員として 25 年間勤務。NLP(神経言語プログラミング)

と脳科学理論に基づき、過酷な現場から生みだされたオリジナル教材は全国 800 の教育機関で採

用されている。不安定な中学生への対応から生まれた「保健室コーチング」は、看護師や保健師、

男性の中間管理職も多数参加。子どもたちの可能性を引き出したい教師から圧倒的な支持を得て

いる。企業、自治体、病院、大学など研修依頼も多数。東海テレビ、中京テレビ、日本テレビ、NHK

名古屋、TBS「ジョブチューン」にも出演するなどメディアからの注目度も高い。 
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青春出版社（東京都新宿区）は、『保健室から見える 親が知らない子どもたち』（著：桑原朱美）を 

2月 16日に発売いたします。貴社媒体でのご紹介をご検討いただけますようお願いいたします。 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 
株式会社青春出版社 プロモーション部：西尾 春香 

TEL： 03-3202-1212 / FAX： 03-3203-5130 / MAIL： h-nishio@seishun.co.jp 

 

 

 

 問題行動を繰り返す子、不登校になる子、無理に「いい子」でいる子…

社会全体が大きく変化している中、子どもたちが感じる“生きづらさ”も

多様化しています。そんな子どもたちに、いま大人はどう声をかけ、何を

してあげるべきなのかー 

 本書では、長年“保健室の先生”として多くの子どもたちと接してきた

著者が、子どもたちが抱える「悩み」「自己否定感」の背後にある問題の

本質を明らかにし、実際に行った対応法などをわかりやすく解説します。

また、子どもたちの具体的な悩みや事例を通して、大人たちの様々な思い

込みや、大人自身が向き合ってこなかった“生きづらさ”についても考え

るきっかけとなる一冊です。 

“保健室の先生”が見た、現代っ子が抱える 

 「生きづらさ」「自己否定感」の背景にある問題 

 

著者へのご取材等調整いたします。下記までお問合せください。 
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